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1 .1 : 作戦 全般 

ゲー ム が 終了 する か し な いか と いう 判断 は 勝利 判定 (レー ル ブ ッ ク 参 照 ) の と ころ 
で も の べた が 、 も う 少 し くわ し く 言 うと 、 迎 撃 側 の ゲー ム 開 始 時 の 勝利 得点 を 基準 と 
し て 、 上 下 い くつ を 超え た ら と いう よう に 設定 し て ある 。 そ の 枠 を 超え る と ゲー ム 終 
了 と な り 、 上 回 っ た ら 地 撃 側 の 勝利 、 下 回 っ た ら 爆 撃 側 の 勝利 と な る 。 こ の 上 下 の 幅 
li, 1 日 毎 に せま く な っ て いき (一 定 の 期間 も 例外 的 に ある が )、 実 際 の 終戦 の 頃 (下 
イツ シナ リオ で は 45 年 5 月 、 日 本 で は 45 年 8 月 ) に は か な り 茂 し い 判 定 に な る (つま 
り 、 終 わり や すく な る )。 た だ し 、 上 下 の 幅 は 同じ 数 ずつ 減る わけ で は な く 、 上 限 の ほ 
う が 減 る 割合 が 高い 。 つ まり 、 ゲ ー ム が 長 引 け ば 長引く ほど 迎撃 側 に 有利 に な っ て い 
€, 迎撃 側 に し て みれ ば 、 粘 れ ば 粘る ほど 勝利 は 近づい て くる し 、 爆 撃 側 に し て みれ 
ば 文字 通り 早く 決着 が つけ ば つく ほど 勝利 へ の 近道 に な る 。 迎撃 側 、 爆 撃 側 と も 、 こ 
の こと を 念頭 に 置い て 作戦 を 立て る の が 勝利 へ の 第 一 歩 と な る 。 
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| .2 : 産業 施設 

迎撃 側 の 各 都 市 内 産業 施設 は 、 戦 争 を 継続 させ る た め の 産 業 を 端的 に 、 抽 象 的 に 表 
し て いる 。 各 施設 と も 、 爆 撃 を 受け る と 被害 率 が 増え 、 そ の 割合 だ け そ の 施設 の 生産 
X (も し く は 輸送 力 、 貯 蔵 量 ) が 落ち る 。 そ の 生産 率 に ある 数 を か け て 勝利 得点 を 算 
出し て いる の だ が 、 こ の か けら れる 数 (つま り 、 勝 利得 点 に 影響 する ウェ エ イト) は 、 
各 産 業 に よっ て 、 ま た 特殊 な と ころ で は ある エリ ア に よっ て 違っ て いる 。 産業 の 種類 
で 言え ば 、 ベ アリ ング 工場 と 電力 施設 が 最も ウエ イト が 高く 、 以 下 、 順 に 兵器 、 燃 料 、 
鉄 、 交 通 網 、 エ アク ラフ ト と 下がっ て いく 。 エ リア で 言え ば 、 エ 迎撃 側 に と っ て 重要 な 
都市 (た と えば 首都 な ど ) が 、 勝 利得 点 で の ウエ イト が 高く な っ て いる 。 都市 外 の 施 
設 で は 港湾 が 勝利 得点 に 影響 する が 、 レ ー ダ ー 基 地 お よび 飛行 場 は 全く 勝利 得点 に は 
影響 し な い 。 か と いっ て 、 爆 琶 側 は ウエ イト の 高い 施設 だ け 爆 撃 し て れ ば 勝て る か と 
いう と 、 そ う で は な い 。 エ アク ラフ ト を 爆撃 し な けれ ば 、 地 撃 側 の 航空 機 生 産 力 は 増 
える 一 方 だ し 、 レ ー ダ ー や 飛行 場 を 爆撃 し な けれ ば 、 地 撃 側 奥 地 へ の 爆撃 は 困難 に な 
る 一 方 で ある 。 つ まり 、 爆 撃 側 に し て みれ ば 、 大 き な 作 戦 方 針 を 唱え な が ら 各 種 施設 
へ の 作戦 方 針 に の っ と っ た 爆撃 を お こ な う の が 一 番 で ある 。 迎撃 側 に し て みれ ば 、 施 
設 の 種類 ご と の 被害 率 に 常に 注意 し 、 爆 撃 側が 次 に 何 を 狙っ て いる か を 的 確 に つか ん 
で 効果 的 な 迎撃 を お こ な う こと が いい だ ろう 。 





ボー ル ベ ア リン グ 

ボー ル ベ ア リン グ と は 、 機 械 全般 で 使用 きれ いる 、 回 転 も し く は 可動 する 軸 を 支え 
る た め に 使わ れる 球形 の 小さ な 玉 で ある 。 ほ と ん どの 機械 部 品 に 使用 され る し 、 そ の 
数 も 膨大 な 数 が 必要 に な る 。 例え ば 、 1 機 の 飛行 機 を 製作 する に は 何 千 何 万 も の ボー 
ル ベ ア リン グ が 必要 で ある 。 

これ な くし て は 、 い か な る 国家 も 戦争 を 継続 きせ る の は 無理 で あろ う 。 
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1 .3 : 設計 

設計 は 、 既 存 の 機種 を 基 に し て 、 エ ンジ ン 、 銃 器 な どの 換装 を お こない 、 最 高速 度 
や 航続 距離 を 調整 し て 新た な より 良い 性 能 の 航空 機 を 造る あこ と で ある 。 こ の さい 、 各 
種 性 能 値 は 連動 し て お り (銃器 を た くさ ん つん で 火力 を 上 げ れ ば 速度 が さがる 、 な 
ど )、 1 つの 性 能 値 だ け を 上 げ よ うと する と か た よっ た 航空 機 が 出来 て し まう の で 注意 
が 必要 で ある 。 | 

また 、 性 能 値 を 変化 させ る と 、 そ れ と 連動 し て 開発 予想 日 数 が 表示 され る 。 これ は 、 
その 機種 を 開発 する た め に 、 1 日 に エア クラ フト の 生産 力 を 総計 100 ポ イン ト か けた 場 
合 、 何 日 ぐら いで 開発 が 成功 する か と いう 、 目 安 の 数 字 で ある 。 こ れ が あま り に も 大 
きい 場合 、 と う て い 開発 成功 する の は 無理 どろ う 。 こ の 数 値 は 、 戦 況 に よっ て ほど は 
ど に お さえ た ほう が いい だ ろう 。 また 、 設 計 を お こ な う な ら ば 、 や は り 早 い 時 期 か ら 
お こない 、 開 発 に 時 間 を か けら れる よう に すべ き で ある 。 


| .4 : 戦闘 
空中 戦 

空中 戦は 、 基 本 的 に 1 部 隊 対 1 部 隊 で お こ な わ れる 。 爆撃 編隊 が 複数 の 部 隊 で 構成 
され て いた 場合 、 ど の 部 隊 が 迎 撃 部 隊 と 戦闘 する か は 無 作為 に 選択 され る 。 爆撃 側 に 
し て みれ ば 、 編 隊 中 に 護衛 機 の 部 隊 が 占め る 数 が 多けれ ば 多い ほど 、 爆 撃 機 部 隊 が 空 
戦 に さら され る 確率 が 低く な る 。 講 衛 機 部 隊 は 十分 に つけ る こと が 望ま し い 。 が 、 初 
期 の 頃 に は 詩 衛 戦闘 機 の 航続 距離 が 短い た め 、 爆 撃 全 行 程 に 護衛 機 を つけ る こと は 難 
し い 。 せ め て 、 譲 衛 戦闘 機 の 出発 時 間 を 調整 し て 往路 と 復路 両方 に つけ る よう に する 
べき だ ろう 。 

実際 の 戦闘 結果 の 計算 方 法 は 、 ま ず 双 方 1 部 隊 ず つの 組み 合わ せ が 決 っ た ら 、 両 部 
隊 の 攻撃 力 、 防 御 力 を 算出 する 。 攻 撃 力 は 、 各 機種 の 火力 、 旋 回 性 能 、 最 高速 度 、 部 
隊 の 練 度 お よび 士気 値 、 そ し て 時 間 修 正 と 作戦 修正 、 曇 天 率 に よっ て 算出 され る 。 防 
御 力 は 、 機 体 の 耐久 力 、 旋 回 性 能 、 最 高速 度 、 部 隊 の 練 度 、 時 間 修 正 、 作 戦 修 正 に よ 
っ て 算出 され る 。 こ の うち 、 旋 回 性 能 は 攻撃 、 防 御 両方 の 計算 に 含ま れ 、 計 算式 で の 
比重 も 重い の で 、 空 中 戦 で は 重要 な 要素 と な っ て いる 。 両 方 の 攻撃 力 、 防 御 力 を 決定 
し た 後 、 一 方 の 攻撃 力 を も う 一 方 の 防御 力 で 割り 、 そ れ に 攻撃 側 の 機 数 を か けた も の 
が 防御 側 の 被害 数 に な る 。 こ れ を 双方 同時 に 計算 し 、 そ れ ぞ れ の 撃墜 数 、 墜 落 数 を だ 
gu 








時 間 修 正 

各 機種 に は 、 レ ー ダ ー の 積載 の 有無 、 歴 史上 どの よう に 運用 され て いた か に よっ て 
時 間 修 正 が つい て いる 。 これ は 、 人 角間 の 戦闘 で は 通常 の 機体 性 能 値 が 使用 され る が 、 
夜間 で の 戦闘 で は その 性 能 値 に 時 間 修 正 が か けら れ た も の が 使用 され る 。 MEE H 


間 で 活躍 し た 戦闘 機 な ど は 、 一 律 夜間 で は 性 能 が 落ち る が 、 夜 間 戦 闘 機 と し て 活用 さ 
れ た 機体 な ど は 入間 より も 良い 性 能 に な る 。 








対空 砲 射撃 

対空 砲 射撃 は 、 爆 撃 編隊 が 各 施 設 上 空 を 通過 し た 時 に 、 天 候 状 況 が 良好 で 射撃 が 可 
E な 場合 に 発生 する 。 お こる か お こら な いか は 、 そ の エリ ア の 曇天 率 に よる 確率 で 決 
定 さ れる 。 発生 し た 場合 は 、 対 空砲 の 砲門 数 、 爆 撃 編 隊 の 規模 、 高 度 、 曇 天 率 の 要素 
が 影響 し 、 撃 墜 数 が 算出 され る 。 簡単 に 言え ば 、 爆 撃 編 隊 の 規模 が 大 きい ほど 、 高 度 
が 低い ほど 、 晴 天 で あれ ば ある は ほど 撃墜 数 は 多く な る 。 も ちろ ん 、 砲 門 数 が 多けれ ば 
多い ほど 効果 は 上 が る 。 対 空砲 は 特定 都市 で 自動 的 に 毎日 生産 され る の で 、 凶 撃 側 は 
これ を 特定 の 施設 (爆撃 編隊 が よく 通る コー ス 上 の 施設 や 、 爆 繋 目標 に な りや すい 都 
市 ) に 適切 に 配置 すべ き で ある 。 軽 対空 砲 と いう の は 、20mm 以 下 の 軽 火器 を 表し て 
お り 、 爆 撃 編隊 が 低 高度 で 侵入 し た 場合 に の み 有 効 で ある 。 対 空砲 射撃 は 、 空 中 戦 と 
違っ て 迎撃 側 の 損害 な し に 敵 機 を 減ら す 手段 で ある の で 、 迎 撃 側 は これ を 有効 に 使用 
すれ ば 戦況 は 有利 に 展開 する だ ろう 。 


爆撃 

爆撃 編隊 が 爆撃 目標 地点 に 到着 する と 、 対 空 射 撃 の の ち 、 爆 弾 が 投下 され る 。 爆撃 
の 効果 は 、 そ の 爆撃 編隊 の 総 爆 撃 力 を 基準 と し て 、 各 部 隊 の 土気 値 、 そ し て 爆撃 編隊 
の 飛行 高度 が 修正 と し て 加わ る 。 も ちろ ん 、 爆 撃 さ れる 施設 の 耐久 度 も 問題 に な る 。 
爆撃 目標 が 飛行 場 の 場合 、 そ こ に 所 属し て いる 部 隊 に も 被害 が 及ぶ 可能 性 が あり 、 さ 
ら に 燃料 タン ク に 引火 する 可能 性 も ある 。 そ の た め 、 迎 撃 側 に し て は ひと つの 飛行 場 
に た くさ ん の 部 隊 を 所 属さ せる の は 危険 で ある 。 

各 施 設 の 耐久 力 は 、 そ の 施設 に 対す る 爆撃 の し に くさ (目標 が 小さ いた め に 精密 爆 
撃 が 必要 と され る な ど ) や 、 施 設 自 体 の 特色 を 加味 し て 決定 され て いる が 、 平 均 的 に 
電力 施設 が 一 番 高 く 、 つ いで 港 滴 、 交 通 網 、 ベ アリ ング 工場 、 鉄 工 所 、 飛行場 、 兵 益 
工場 、 エ アク ラフ ト 、 レ ー ダ ー、 燃 料 集積 所 の 順に な っ て いる 。 

各 施設 は 爆撃 に より 被害 を 受け て も 、 そ の 翌日 か ら 復興 を は じ め 、 じ ょ じ ょ に 補 害 
率 を 減ら し て いく が (生産 力 の 上 昇 と は 別 で ある )、 そ の 復興 の スピ ー ド も 施設 に よっ 
て 、 ま た 場所 に よっ て 特色 が ある 。 大 ま か に いえ ば 、 復 興し や すい 種類 の 施設 か どう 
か 、 そ の 都市 の 労働 カ の 大 き さ 、 資 材 運搬 が 容易 に お こ な わ れる 場所 に ある 、 な どの 
条件 に よっ て 復興 の スピ ー ド は 決定 する 。 








作戦 修正 

作戦 修正 と は 戦闘 機 に 与 を られ る も の で 、 積 極 的 戦闘 を お こ な う ・ 通 常 ・ 消 極 的 戦 
闘 を お こ な う の 3 つが 選択 で きる 。 積極 的 戦闘 を 指定 され た 部 隊 の 戦闘 は 、 攻 撃 力 が 
約 25% 増 す が 、 防 御 力 が 25% 落 ちる 。 敵 の 被害 が 多く な る が 、 味 方 の 被害 も 多く な る 
と いう わけ で ある 。 通常 を 指定 し た 場合 は 、 修 正 な し の 戦闘 を お こ な う 。 消極 的 戦闘 
を 指定 し た 場合 は 、 積 極 的 と は 逆 に 攻撃 力 が 25% 沙 ちる が 防御 力 が 25% ほ ど 上 が る 。 








1 .5 : 爆撃 計画 

爆撃 計画 を 立て る 上 で 重要 に な っ て くる の は 、 コ ー ス と 高度 で ある 。 

コー ス を 設定 する さい は 、 2 か 所 まで 潤 回 地点 を 設定 で きる 。 つ まり 、 出 撃 飛 行 場 
か ら 一 直線 に 爆撃 目標 地点 に 向 わ ず に 、 邊 回 コー ス を と っ て 飛行 する こと も 可能 で あ 
る 。 こ れ は 迎撃 側 に 爆撃 目標 地点 を さき と ら せ な いよ うに する に は 有効 で ある 。 た だ し 、 
あま り 遠 回 り の コー ス を と る の は お すす めで き な い 。 せいぜい 、 地 撃 側 の 対空 砲 の 集 
中 し て いる 箇所 を 避け る ぐら い の 目 的 で 使用 する べき だ ろう 。 な ぜ な ら ば 、 飛 行 コ ー 
ス が 長く な れ ば 長く な る ほど 、 そ れ だ けけ 迎撃 機 の 攻撃 に さら され る 時 間 が 長く な る か 
ら だ 。 

飛行 高度 は 。 両 妨 の 剣 で ある 。 爆撃 側 に と っ て 、 高 度 を 高く と れ ば 、 迎 撃 機 が その 
高度 まで 上 が っ て くる の に 時 間 が か か り 、 捕 捉 さ れる 可能 性 が 低く な る 。 し か し 、 い 
ざ 爆 撃 に な る と 、 高 度 が 高い ほど 爆撃 精度 が 落ち 、 効 果 は 下がる 。 高度 を 低く と れ ば 
この 人 送 が いえ る 。 こ れ は 、 爆 撃 目標 を どこ の どん な 施設 に する か に よっ て その つど 適 
切な 高度 を 設定 する し か な い だ ろ う 。 


1.6 : 生産 開発 

どの 機種 を 生産 し て 、 ど の 機種 を 開発 する か は 重要 で ある 。 そ の 場 し の ぎ で は な く 《、 
大 き な ビ ジョ ン を 持っ て 全体 を 通し て 一 貫 し た 生産 開発 方 針 を 取ら な けれ ば 、 迎 撃 
側 は じょじょに 不利 に な っ て いく だ ろう 。 

まず 、 生 産 と は 、 す で に 開発 が 成功 し て いる 機種 に 対し て 生産 力 を 割当 て て 生産 す 
る こと だ が 、 1 機 造 る の に か か る 生産 力 は その 機種 の 性 能 、 シ ステ ム の 複雑 さ 、 使 用 
され る 資材 な どの 要素 に よっ て 機種 ご と に 当然 違っ て いる 。 そ の た め 、 ど の 機種 を 主 
力 機 と し て 生産 する か は 、 性 能 と か か る 生産 力 の バラ ンス を みて 決定 し な けれ ば な ら 
な い 。 

開発 と は 、 ま だ 実験 機 の 段階 の 機種 に 対し て 生産 力 (この 場合 、 研 究 ・ 開 発 力 と 考 
えて いた だ きた い ) を 割当 て て 開発 に 成功 する まで 持っ て いく と いう こと で ある 。 い 
っ た ん 開発 に 成功 し て し まえ ば それ か ら は 通常 に 生産 で きる 。 この 開発 日 数 も 最初 か 
ら 機 種 ご と に 設定 され て いて 、 こ れ は 1 日 に 100 ポ イン ト の 生産 カ を か けた 場合 に 何 日 
で 開発 が 成功 する か と いう 数 字 で 与 た えら れ て いる 。 ゲ ダー ム で は 歴史 に て らし あわ せ て 、 
実際 に 登場 し て きた 時期 に 合わ せ て 開発 日 数 が 決め られ て いる 。 つま り 、 開発 に 100 ボ 
イン ト 以 上 の 生産 カ を か け て いれ ば 、 実 際 の 登場 時 期 よ り も 早く 開発 成功 し 、 実 戦 に 
投入 する こと が で きる 。 次 期 主力 機 を 見 きわ め 、 そ の 開発 に 早く 着手 する の は 、 特 に 
迎撃 側 に と っ て は 必須 の 要項 で ある 。 





1 .7 : 天候 


天候 (曇天 率 ) は 9 つの エリ ア で 毎日 別個 に 決定 され る が 、 関 連 性 が な いわ け で は 
な い 。 基 本 的 に 天候 は 西 か ら 東 へ 移動 し て いく し (移動 する さい に 多少 の 変動 は ある 
が )、 李 節 に よる か た より も ある 。 ヨ ー ロ ッ ノ パ で は 夏 に 天候 が 良い 日 が 多く 、 冬 は か な 
り 悪天候 が 続く 。 日 本 で は 逆 に 夏 に 悪天候 が 多く 、 冬 は 比較 的 晴れ の 日 が 続く 。 
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2.1 : 前 書き 

ライ ト 上 兄弟 の 手 に よっ て 自重 300kg た ら ず の 動力 機 が 始め て 空 を 飛ん だ の は 1903 年 の 
こと で あっ た 。 それから 10 年 た っ た 第 1 次 世界 大 戦 に は 既に 航空 機 は 戦争 の 一 翼 を 担 
うま で に 成長 し て いた 。 

大 戦 が 始ま る と すぐ に ツェ ッ ペ リン 飛行 船 が 偵察 ・ 爆 撃 任務 を 行なう よう に な っ た 。 
一 方 、 航 空 機 の 方 も 開戦 時 に は 各国 が 保有 し て お り 、 偵 察 任務 な ど に つく よう に な っ 
た 。 じ き に 各国 は 航空 機 に 爆弾 を 搭載 する よう に な り 、 専 用 の 爆撃 機 が 作ら れる よう 
に な っ た 。 ド イツ 軍 は ロン ドン を 、 連 合 軍 は ライ ン 川 沿い の 工業 地帯 を 爆撃 し 、 各 国 
は 航空 機 の 威力 と 爆撃 の 効果 を 認識 する こと に な っ た 。 

イギリス で は 1918 年 に 早く も イギリス 空軍 (ロイ ヤル エア フォ ー ス ) が 誕生 し 、 独 立 
し た 作戦 任務 を 行なう 組織 と し て 活動 を 開始 し た 。 戦 後 、 空 軍 を 解体 すべ し と の 声 も 
あっ た が 終 余 曲折 を へ て 成長 し て いっ た 。 

第 1 次 世界 大 戦後 、 い くつ か の 空軍 戦略 に つい て の 書 が 発表 きれ た が その 中 で も イ 
タリ ア の ドゥ エ の 理論 は 注目 に 値する 。 彼 は きた る べき 大 戦 も 陣地 戦 の 様相 を 示す で 
あろ うと 了 予想 し 、 そ れ を 打破 で きる の は 航空 機 で ある と 説い た 。 制空権 の 必要 性 、 敵 
の 地上 目標 を 有効 に た た く こ と が 可能 な 爆撃 機 の 開発 と いっ た も の を 前 提 に し て 、 役 
は 次 の 様 な こと が ら を 述べ た の で ある 。 


1. 国防 に は 制 空 が 必要 で ある 。 

2. 敵 を 攻撃 する と き に は 軍事 目的 より も 人 口 の 中 心 を 目標 と すべ き で ある 。 

3. 敵 の 空軍 を 防御 する に は 空中 戦 で 防ぐ の で は な く 、 敵 の 航空 機工 場 、 飛 行 場 を 攻 
回 する べき で ある 。 

4. 地上 部 隊 は 友軍 の 飛行 場 を 守る よう な 副 次 的 な 役割 が 号 を た られ る 。 


事実 、 第 2 次 世界 大 戦は 空軍 の 戦い と な っ た 。 作戦 の 成功 は 敵 制空権 下 で は の ぞ め 
な か っ た 。 そ し て 空軍 は 単独 で 敵国 家 の 戦争 継続 能力 を 奪う こと すら 可能 に な っ た の 
で あっ た 。 こ こ で は 戦略 爆撃 、 つ まり 空 軍 力 に よっ て 敵 の 戦争 継続 能力 を 撃破 する 作 
戦 の 誕生 と 発展 に つい て 述べ る も の で ある 。 ゲ ー ム を プレ イ す る 人 々 に と っ て 何ら か 
の 形 で 参考 に な れ ば 幸い で ある 。 
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第 2 次 世界 大 戦 の 始め か ら 戦 略 爆 繋 が あっ た わけ で は な い 。 第 2 次 世界 大 戦 の 航空 
戦 を と お し て 次 第 に 戦術 、 技 術 が 完成 し て ゆき 、 最 後に は 1000 機 も の 爆撃 機 が 1 晩 に 
発進 する よう な 規模 に 発展 し た の で ある 。 ここ で は 3 つの 航空 戦 、 1940 年 の 「 英 国 の 戦 


い 」、1943 一 45 年 の 「 ドイ ツ 上 空 の 戦い 」、 そ し て 「 日 本 上 空 の 戦い 」 を 解説 する こと で 、 
戦略 空軍 の 発展 の 過程 を 見 て ゆこ うと 思う 。 
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2.2: バト ル ・ オ ブ ・ プ ブリ テン (英国 の 戦い ) 








開戦 か ら フ ラン ス 降 伏 ま で 

第 2 次 世界 大 戦 が 始ま っ た と き ド イツ 空軍 (レフ ト ヴ ァ ッ プ フェ) は 世界 最強 の 空車 で 
あっ た と 言っ て 良い だ ろう 。 開 戦時 に ドイ ツ 空 軍 は 各種 合わ せ て 4000 機 以上 の 航空 機 
を 所 有 し て いた 。 ヴェルサイユ 条約 下 に お ける 秘密 裏 の 研究 か ら 始 まっ て 、1933 年 以 
降 の ドイ ツ 軍 の 拡大 、 そ し て スペ イン 内 乱 で の 実戦 経験 と いっ た も の を へ て 成長 し た 
ドイ ッ 空 軍 は ポー ラン ド 戦 、 ノ ルウ ェ ー 戦 、 フ ラン ス 戦 で 威力 を いか ん な く 発 揮 し た 。 

し か し その 栄光 の 最 中 に も 幾つ か の 問題 点 を 見 る こと が で きる 。 ゲ ー ム の テー マ で 
ある ドイ ツ 、 日 本 に 対す る 戦略 爆撃 を 述べ る 前 に その 間 題 点 を 見 て ゆこ う 。 ま ず ド イ 
ッ 空 軍 が 陸軍 の 支援 と 制 空 を 目的 と し て 作ら れ て いた こと で ある 。 急 降下 爆撃 機 で あ 
る Ju-87 は 低速 で 、 航続 距離 が 短く 、 前 線 近く の 地上 目標 し か 攻撃 で き な か っ た 。 また 
爆撃 機 で ある Ju-88 や He-111 は 双発 で 、 爆弾 搭載 量 が 少な く 、 防御 も 弱かっ た 。 な に よ 
V 組織 の 問題 が あっ た 。 ド イツ 空軍 は 多く の 地上 要員 を 陸軍 と の 連絡 用 に 振り 分 け て 
いた 。 ド イツ 陸軍 は 各 師 団 に 空軍 と の 連絡 用 の 器材 と 人 員 を 持っ て お り 、 こ れ は 非常 
に 有効 で あっ た が 、 限 られ た ドイ ッ ツ ッ の 資源 で は 戦略 任務 に 必要 な 地上 管制 や 長 距 離 偵 
察 に 振り 向け られ る 人 員 を 減少 させ た こと は 事実 で ある 。 制 空 任 務 に し て も Me-109 は 
第 1 級 の 戦闘 機 で は あっ た が 航続 距離 が 短く 戦線 が 基地 か ら 近 い ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 な ら 
と も か く 、 英 仏 海 峡 を 渡る だ け で も 作戦 を 大 きく 制限 され た 。 こ れ は すでに ノル ウェ 
ー 戦 で 問題 に な っ て お り 、 こ の と き は 双発 戦闘 機 の Me-110 で 急場 を し の い だ の で あ 
る 。 ノ ルウ ェ ー 空 軍 が 弱体 で 、 イ ギリ ス 海 軍 の 艦載 機 の み が 敵 で あっ た か ら ド イツ 事 
の ノル ウェ ー 侵 攻 に は そう 影響 は な か っ た か も し れ な い が 、Me-109 の 航続 距離 の 短 さ 
は 問題 に され る べき で あっ た ろう 。Me-109 の 航続 距離 は お よそ 660km ほ と で あっ た が 
これ は 日 本 の 零 戦 の 2000km と いう 数 字 に 比べ る と あま り に 短い 数 字 で あっ た 。 こ の よ 
に ドイ ッ 空 軍 は ヨー ロッ パパ 大 陸 の 中 で 、 ド イツ 国境 か ら 遠 く な い 地 域 で の 戦闘 を 目 
的 と し て 建設 され た 空軍 で あっ た と 言え る で あろ う 。 も っ と も これ は 批判 に は あたら 
な い 。 ヴェルサイユ 条約 を 破棄 し て か ら 10 年 あま り で これ だ け の 空軍 を 創り 上 げた の 
で ある か ら す べ て を 満た すこ と は 不可 能 で あっ た ろう 。 


1940 年 6 月 に ドイ ツ が フラ ンス を 席 挫 し た と き 、 イ ギリ ス は 次 に 来る の は イギリス 
本 国 で の 戦い で ある と し て 既に 死に 体 と な っ て いる フラ ンス か ら と 戦闘 機 中 隊 を 撤収 し 
て 来る べき 決戦 に 備え た 。 そ れ で も フラ ンス か ら イ ギリ ス 陸 軍 を 撤収 させ る 際 に は 空 
軍 は ダン ケル ク に 強力 な 支援 を 送り 、 撤 退 を 成功 させ た 。 ド イツ 空軍 も イギリス 空車 
が いま まで の 敵 と は 違っ て 自分 た ちと 同等 の 技 価 と 装備 を 持っ て いる こと を 発見 し た 。 
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決戦 開始 

ドイ ツ 海 軍 は 、 十 分 な 艦船 を 持っ て いな か っ た の で 、 ド イツ 軍 が イギリス 本 土 ヘ 上 
陸 す る に は イギリス 海峡 の 制空権 を 握ら な けれ ば な ら な い 。 

イギリス は 前 年 来航 空 機 の 生産 に 全力 を 注い で いた 。 航空 機 生産 独 が 創 ら れ 、 な ん 
と か ドイ ツ 空 軍 に 追い 付 こ うと し て いた 。 ド イツ 空軍 と イギリス 空軍 の 戦力 比 は 1940 
年 夏 の 時 点 で お よそ 3 対 1 で あっ た だ た 。 そ の うち スピ ッ ト フ ァ イ ア 、 ハ リ ケ ー ン は 800 機 
で あっ た 。 一 方 の ドイ ツ 空 軍 は 1000 機 の Me-109 と Me-110 を 持っ て いた 。 

イギリス 空軍 の 戦闘 機 は 戦闘 機 コ マン ド と いう 組織 に まとめ られ 、 そ の 司令 官 は ヒ 
ュー・ ダ ウジ ング 中 将 で あっ た 。 

一 方 の ドイ ツ 空 軍 は オラ ンダ か ら フ ラン ス に 第 2 航空 艦隊 、 第 3 航空 艦隊 、 そ し て 
ノル ウェ ー に 第 5 航空 艦隊 と いう よう に 3 つの 航空 艦隊 に 分 か れ て 展開 し て いた 。 

対 英 航空 戦 の 計画 は フラ ンス 戦 終 了 直 前 か ら 研 究 さ れ て いた 。 イ ギリ ス 空 軍 、 航 空 
産業 、 港 湾 と いっ た 目標 が 設定 され 、 空 軍 総 司令 官 ゲー リン ク は すべ て の 目標 を 同時 
に 達成 で きる と 考え て いた 。 し か し 空軍 参謀 本 部 と 現場 の 上 級 指揮 視 は ダン ケル ク で 
経験 し た イギリス 空軍 の 強力 な 抵抗 を あな どり が た いも の と 考え て お り 、 ま ず イ ギリ 
ス 空 還 の 砥 滅 に 全力 を あげ る べき だ と 考え ん て いた 。 い ずれ の 目標 を 達成 する に し て も 、 
その 方 法 と 手順 に つい て は 明確 に 設定 され て は いな か っ た 。 とりあえず 攻撃 する の で 
ある 。 


戦略 的 に 見 て 航空 攻撃 は 攻撃 側が 主導 権 を 握る こと が で きる 。 ま た ドイ ツ 軍 は イ ギ 
リス を 取り 囲ん で お り 、 侵 攻 ル ー ト を いく つか 選べ る 優位 を 持っ て いた 。 一 方 の イ ギ 
リス 車 は いわ め ゆる 内 線 の 利 、 つ まり 戦力 を 効果 的 に 敵 軍 へ 向 わ せる こと が で きた 。 ロ 
ンド ン の 北 20km ほ どの と ころ に ある 戦闘 機 コ マン ド の 地下 司令 部 に は イギリス 南部 一 
錠 に は り め ぐら され た レー ダー 基地 か ら の 情報 が 収集 さき れ 、 ド イツ 空軍 の 侵入 シート 、 
機 数 、 高 度 な ど が 処理 され た 。 

7 月 に は イギリス 海峡 上 で の こ ぜ りあ いと 本 u-88 に よる 機雷 敷設 が 始ま っ た 。 ド イ 
ツ 空 軍 は イギリス の 戦闘 機 を 誘い 出し て 消耗 きせ よう と し た が 、 イ ギリ ス 空 軍 は この 
期間 に 自軍 の 防空 態勢 の 不備 を 発見 し 、 そ れ を 整備 する こと が で きた 。 そ し て 8 月 8 
日 、 攻 撃 が 開始 され た 。 
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第 1 段階 

バト ル ・ オ プ ブ ・ プ ブリ テン は 4 つの 段階 に 分 けら れる 。 最 初 の 第 1 段階 は 8 月 8 日 に 
始ま る 。 こ れ は ドイ ツ ッ ツ 空 軍 に よる 海峡 の 艦船 攻撃 か ら 始ま る 前 哨 戦 で あっ た 。 そ し て 
ドイ ツ ッ 軍 は 8 月 13 日 に 総 攻撃 を 開始 する こと に な っ て いた 。「 藻 の 日 」 と 呼ば れる 全面 
攻撃 は 、 天 候 、 そ し て ドイ ツ 軍 の 不手際 の た め に イギリス 軍 に 与え た 損害 は 軽かっ た 。 
ドイ ツ 軍 パイ ロッ ト が まっ た く 失 望 し た こと は 、 ま ず Me-110 の 空戦 能力 が イギリス 機 
に 比べ 著しく 劣っ て いる こと で あっ た 。 こ の 機 は 駆逐 機 と 呼ば れ 、Me-109 に 比べ 1.5 
倍 の 航続 距離 を 持っ て いて 、 爆 撃隊 の 護衛 を 引き 受け る は ず で あっ た 。 と ころ が この 
機 は 鈍重 で 、 い っ た ん 空中 戦 に な れ ば 自分 を 守る こと で 精 一 杯 、 後に は Me-109 の 護衛 
を 受け な けれ ば な ら な く な る こと も し ば し ば で あっ た 。 おかげ で ドイ ツ 軍 の 爆撃 機 は 
十分 な 護衛 を 受け られ ず 、 特 に 速度 の 遅い Ju-87 な ど は 初戦 で 大 損害 を 出し て し まい 、 
そう そう に 戦い か ら 引 き 上 げ ら れ だ た の で ある 。 そ し て 、 戦 闘 機 隊 と 爆撃 機 隊 の 間 に は 
十分 な 協力 態勢 が で き て いな いこ と が 明らか に な っ た 。 2 つの 編隊 は 別 な 飛行 場 か ら 
発進 し て 途中 で 合流 する 。 こ れ は 航続 距離 の 短い 戦闘 機 を で きる だ け 長 い 間 イギリス 
上 空 で 護衛 に つけ る た め の 処 置 で あっ た の だ が 、 実 際 や っ て みる と ある 編隊 は 2 つの 
戦闘 機 隊 の 護衛 を 受け 、 ま た ある も の は まっ た く 詩 衛 を 受け られ な いな ど と いう こと 
も あっ た 。 ド イツ 空軍 は 陸軍 と の 共同 作戦 に は 長 し て いた 。 専 用 の 器材 や 人 員 も 多数 
配備 され て いた 。 し か し 、 戦 闘 機 と 爆撃 機 を 効果 的 に 共同 し て 目標 に あたら せる に は 、 
人 材 も 経験 も 不 足 し て いた の で ある 。 ま た 、 そ の 距離 か ら 戦闘 機 の 護衛 を まっ た く 受 
けら れ な い ノ ルウ ェ ー の 第 5 航空 艦隊 は ひど い 損 害 を 受け 、 す ぐに 作戦 か ら 外 され る 
こと に な っ な 。 


第 2 段階 

第 2 段階 は イギリス 空軍 に 対す る 攻撃 で あっ た 。 8 月 中 旬 か ら 9 月 始め に か け て 飛 
行 場 、 戦 闘 機 コ マン ド 、 防 空 指揮 所 に 対す る 攻撃 が 強化 され た 。 2 つの 2 大 空軍 が ま 
っ こう か ら 対 抗 し た の で ある 。 恐る べき 消耗 戦 が 始ま っ た 。 ドイ ツ 空 還 は 8 月 に は 700 
機 の 保有 機 を 失っ た 。 ま た その 中 に は 168 機 の Me-109 と その パイ ロッ ト が 含ま れ て い 
た 。 これ は 作戦 前 の Me-109 の 159%6 に も あたる 数 字 で あっ た 。 一 方 の イギリス 軍 も 保有 
す る 戦闘 機 の 25% に あたる 260 機 を 失っ た 。 こ れ は イギリス に と っ て 最も 危険 な 時 期 だ 
っ た 。 い くつ も の 飛行 場 が 破壊 され ん 、 フ パイ ロット と 地上 有 要員 は 大 き な 損 害 を 被っ た 。 
ドイ ッ 空 軍 も 多く の 損害 を うけ て いた が 戦闘 機 の 損害 で は 互角 以上 の スコ ア を あげ て 
お り 、 こ の 状態 が 続け ば イギリス 軍 が 先 に 音 を あげ た か も し れ な い 。 

イギリス 軍 は 戦術 を 変更 し た 。 海峡 上 まで 深追い し な いこ と (どう せ Me-109 は イ ギ 
リス 上 空 に は 30 分 程度 し か いら れ な い の で ある )、 戦闘 機 同士 の 戦闘 は 避け 、 爆撃 機 を 
狙う こと に し た の で ある 。 

爆撃 機 の 損害 の 多 さ に 、 ド イツ 軍 は 戦闘 機 部 隊 の 行動 を 東 縛 し 始め た 。 ド イツ 還 戦 
開 機 は 爆撃 機 の 護衛 を 第 1 の 任務 と する と いう の で ある 。 こ れ に よっ て ドイ ツ ッ ツ 軍 の 戦 
闘 機 は 爆撃 機 の 護 術 に は りつ け に な り 、 自 由 に イギリス 戦闘 機 と 交わ る こと が で き を な 
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く な っ て いた 。 そ し て 事態 を 大 きく 変化 させ る 出来 事 が 起こ りつ つ あ っ た の で ある 。 


第 3 段階 

この 段階 は ドイ ッ ツ 軍 が 工業 都市 お よび ロン ドン に 対す る 攻撃 に 切り 替え た 時 期 で あ 
る 。 ヒ トラ ー は 最初 、 政 治 的 見 地 か ら ロ ンド ン 爆 撃 を 禁 し て いた の で ある が 、 8 月 23 
日 の 夜 、 ド イツ 空軍 の 爆撃 機 が 、 目 標 を 過 っ て ロン ドン へ 爆弾 を 落と し た こと か ら 連 
鎖 反 応 が 始ま っ た 。 ロ ンド ン 爆 撃 に 答え を チャーチ ル は 、 爆 撃 機 コ マン ド に 対し ベル リ 
ン へ の 報復 攻撃 を 命じ し た 。 ベ ルリ ン 爆 撃 は ドイ ツ へ の 損害 は ほとん ど ま る で な か っ た 
の だ が 、 ド イツ 空軍 の 威信 は 地 に 墜ち た 。 第 3 帝国 の 首都 が お び や か さ れる こと が あ 
っ て は な ら な い の で ある 。 そ し て 9 月 5 日 に つい に 報復 と し て 正式 に ロン ドン 爆撃 を 
命じ し た の で ある 。 9 月 7 日 に は ロン ドン は 激しい 爆撃 を 受け 、 テ ー ム ズ 川 沿い の ドッ 
oo 

ロン ドン が ドイ ツ 軍 の 攻撃 を 引き 受け て いる 間 に 、 い NN 

ギリ ス 空 軍 の 戦闘 機 コ マン ド は 一 RE s N を 修理 し 、 
イロ ッ ト た ち は 休 養 を と る こと が で きた 。 ロ ンド ン は 爆撃 に さら され た だ た が 、 = 
対す る 攻撃 より も は る か に 迎撃 し や すか っ た 。 


ドイ ツ 陸 海軍 の イギリス 上 陸 作 戦 、「 ゼ ー レ ー ベ 」 は 最初 9 月 11H と 定め られ て いた 
が 、 イ ギリ ス 上 空 の 制空権 が 握れ ず 、 ま た イギリス 軍 爆 撃隊 の フラ ンス 港湾 に 対す る 
攻撃 の た め に 船舶 を 多数 失っ た こと な どか ら 延 期 さ れ て いた 。 

9 月 15 日 ドイ ツ 軍 は 最後 の 大 規模 な 入間 空襲 を 行なっ た 。 この 日 、 ド イツ 軍 は 動員 
し た 航空 機 の うち 56 機 を 撃墜 され 、 そ の 他 に も 数 十 機 の 損傷 機 を 出し 、 出 撃 機 の 損害 
率 は 25% に 達し た の で ある 。 ド イツ 軍 が この まま 攻撃 を 続け れ ば ドイ ツ 空 軍 は 消滅 し 
て し まう 。 この 日 を 境 に 情 間 ドイ ツ 軍 機 が ロン ドン 上 空 を 飛行 する こと は な か っ た の 
で ある 。 こ の 日 を イギリス で は 「 バ トル ・ オ プ ブ ・ ブ プ ブリテン ・ デ イ 」 と し て 記念 日 に し て 
いる 。 

9 月 17 日 、 ヒ トラ ー は つい に ゼー レー ベ の 無期 延期 を 決定 。 イ ギリ ス は 救 わ れ た の 
A E E a dolio veu d ril ua 
は 夜間 に 限ら ちら れ 、 こ れ は イギリス に 有効 な 損害 を 与 を る こと は な か っ た だ 。 普通 は こ 
まで を バト ル ・ オ プ ブ ・ プ ブリ テン と 呼ぶ 。 





第 4 段階 

制空権 が 得 ら れ な いこ と が は っ きり し た 後 は 夜間 爆撃 が 攻撃 の 中 心 に な っ た 。 夜間 
の 攻撃 、 ま た 防御 の 問題 点 は 、 誘 導 方 式 で ある 。 目標 を 目 で 追い 求め る こと が で きる 
入間 と 違っ て 爆撃 機 は 目標 まで 電波 で 誘導 され る 。 迎撃 機 も 同様 で ある 。 ド イツ の 誘 
導 方 式 は 「 ク ニッ ケバ イン 」 と 呼ば れる も の で 、 2 つの 基地 か ら 発 せら れる 2 つの 異な 
っ な た 波長 の 誘導 電波 の 次 わっ た と ころ で 爆弾 を 落と す と いう も の で あっ た 。 

ドイ ツ 軍 の 夜間 爆撃 の 最も 成功 し た 例 は 11 月 14 日 の コヴェント リー に 対す る も の だ 
っ だ 。 こ れ は 改良 され た クニ ッ ケ バイ ン を 搭載 し た 誘導 機 が 目標 に 焼夷弾 を 落と し 、 
他 の 爆撃 機 が その 周辺 に 集中 的 に 爆弾 を 投下 する と いう も の で あっ た 。 こ の 日 出撃 し 
た 爆撃 機 の 全 機 が コヴェント リー を 襲い 、 市 は 廃虚 と な っ た 。 ド イツ 軍 の 損害 は 軽微 
だ っ た 。 イ ギリ ス 軍 は この コヴェント リー 爆撃 を 研究 し て 後 の ド イツ 爆撃 に 生か す よ 
うに な る 。 

こう いっ た 夜間 爆撃 も 1941 年 に な る と ドイ ツ 空 軍部 隊 が 地中海 、 ロ シア 戦線 へ と 送 
られ て 下 火 に な っ て いっ た 。 


ドイ ツ 空 軍 は イギリス を 空 か ら 屈服 させ る こと が で き な か っ だ た 。 こ れ は いま まで 述 
べ て きた よう な こと が ら が 原因 で ある が 、 何 より 言え る の は 過去 の 戦 訓 を 有効 に 学ば 
な か っ た こと で ある 。 例 えば スペ イン 内 乱 中 の ゲル ニカ に 対す る 地域 爆撃 は 、 都 市 に 
対す る 爆撃 の モデ ルケ ー ス で ある が 、 ド イツ 空軍 が それ か ら 学 ん だ も の は 空軍 が 砲兵 
の 延長 で ある と いっ た 陸軍 的 な 発想 で あっ た 。 一 方 、 イ ギリ ス 軍 は コヴェント リー 爆 
軸 を モデ ル に し て 、 一 都市 を 破壊 する の に 必要 な 爆弾 投下 量 、 爆 撃 機 誘導 方 式 と いっ 
た も の を 体系 化し て いっ た 。 ド イッ は イギリス 爆撃 隊 の 強力 な 反撃 を 覚 司 し な けれ ば 
な ら な か っ た 。 
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2.3: ドイ ツ 本 土 の 戦 い 


先 に 述べ た と お り 、 ド イツ 空軍 が 強力 で あっ た 1940 年 で も ドイ ツ 本 土 は 爆撃 を 受け 
て いる 。1941 年 、1942 年 と イギリス 軍 は 爆撃 を 行なっ て いた が 、 こ れ ら の 空襲 に よる 
損害 は ほとん ど な か っ た と 言っ て 良かっ た 。 ド イツ 空軍 は 、 イ ギリ ス で の 自軍 の 失敗 
を 考え 、 敵 爆撃 機 の 迎撃 は 簡単 な こと で ある と 考え て いた 。 

最初 イギリス 軍 の 爆撃 は 、 発 電 所 、 石 油 工 場 、 鉄 道 、 ダ ム 、 造 船 所 と いっ た 産業 の ・ 
要 所 に 向け られ た が 、 こ れ は 難し か っ た 。 目標 の 適切 な 選択 と 、 爆 撃 の 高い 精度 が 要 
求 さ れ た か ら で あ る 。 ま た 正確 き を 求め る こと は 爆撃 を 昼間 に 行なう こと に な り 、 ド 
イツ 軍 が イギリス で 章 遇 し た と 同じ よう に 激しい 迎撃 を 受け る こと に な る 。 

イギリス 空軍 は その 困難 さ を 認め 、 作 戦 を 夜間 爆撃 に 変更 し た 。 目標 を 破壊 で き な 
く と も その 周辺 に 爆弾 を 投下 すれ ば 、 周 辺 の 労働 者 や 住民 に 影響 を 与 を 、 ド イツ 経済 
に 影響 を 与え る こと が 可能 で あろ う 。 し か し 、 こ れ は ドイ ツ 軍 が スペ イン の ゲル ニカ 
や 、 ロ ッ テ ル ダム 、 ロ ンド ン な ど で 行 な っ た の と 同じ 無 差 別 爆撃 に な る の で ある 。 い 
ずれ に せよ まだ ドイ ツ の 力 は 強力 で あり 、 イ ギリ ス の 爆撃 機 コ マン ド は 非難 や 報復 を 
覚悟 で 夜間 の 地域 爆撃 を 行なう 決断 を し た 。1942 年 の こと で ある 。 夜間 の 爆撃 の た め 
に 、 航 法 シ ステ ム 、 地 形 レ ー ダ ー な ど が 開発 され た 。 


ドイ ツ 空 軍 も 、 イ ギリ ス の 夜間 爆撃 に 対し 着 々 と 対応 を 進め て いた 。 夜間 戦闘 専門 
の 戦闘 機 部 隊 が 編成 され て 、 最 初手 さぐり 状態 だ っ た 夜間 の 迎撃 態勢 も 整っ て いっ た 。 
最初 は 地上 の 探照灯 が 照ら す 敵 機 を 迎撃 し た 。 こ れ は 好 天 時 に し か 有効 で は な か っ た 
が 、 イ ギリ ス の 爆撃 機 も まだ 好 天 を 必要 と し た の だ っ た 。 夜間 戦闘 機 団 の 機種 は Me- 
110 が あて られ た 。Me-110 は 複 座 で 、 同 乗 の 通信 手 が 航法 を 担当 で きた の で ある 。 ま 
た 機体 が 大 型 だ っ た の で 、 後に は レー ダー を 搭載 する こと も で きた 。 単座 の Me-109 は 
夜間 の 迎撃 に は 向い て いな か っ た 。 

1941 年 に な っ て ドイ ツ 軍 は 「 ヒ ン メ ル ベ ッ ト 」 と 呼ば れる 方 式 を 採用 し た 。 $FE 
離 レ ー ダ ー で 目標 の 位置 を 発見 する 。 その 後 も っ と 精密 な レー ダー で 高度 も 割り 出す 。 
し か る 後 、 も う 1 つの レー ダー で 友軍 機 を 目標 へ 誘導 する の で ある 。 と ころ が これ は 
1 度 に 1 機 し か 誘導 で き な か っ た 。 ま た 基地 か ら 基 地 へ 友軍 機 の 誘導 を 受け 渡す こと 
も で き な か っ た の で ある 。 こ れ で は 少数 で 飛行 し て 来る 爆撃 機 を 迎撃 し て いる うち は 
よい が 、 も っ と 多数 の 爆撃 機 が 飛来 する よう に な れ ば 有効 な 迎撃 は 不可 能 で ある 。 せ 
っ か く < 近く まで 誘導 し て も 敵 機 を 友軍 機 が 発見 で き な い こと も し ば し ば で あっ た 。 機 
載 レ ー ダ ー「 リ ヒ テ ン シ ュ タイ ン 」 が 配備 され る よう に な っ た の は 1941 年 の 夏 の こと だ 
っ た 。 こ れ で や っ と 夜間 戦闘 機 隊 は 自分 の 目 を 持つ こと が で きだ た の で ある 。 


また Ju-88 と Do-17 を 使っ た 長 距 離 夜間 戦闘 も 行なわ れ た 。 こ れ ら は 低空 で イギリス 
に 侵入 し 、 イ ギリ ス 軍 機 が 基地 を 発進 する か 離陸 する と き に 攻撃 を 行なう の で ある 。 
これ は 大 い に 有 望 な 作戦 で あっ た 。 し か し 、 こ れ に 必要 な Ju-88 は 夜 問 戦闘 還 に は な か 
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な か 回 っ て 来 な か っ た 。Ju-88 は 他 の 戦線 の どこ で も 不足 し て いた の で ある 。 し か も 、 
ヒト ラー に よる ' ド イツ 国民 は 空軍 が 撃墜 し た 爆撃 機 を 見 た が っ て いる 」 と いう 命令 で 、 
イギリス 軍 飛 行 場 に 対す る 攻撃 は 中 止 せ ざる を えな か っ た 。 結局 、 イ ギリ ス 軍 も アメ 
リカ 車 も 決し て 攻撃 され る こと の な い ぃ 基地 か ら 悠 々 と 出撃 する こと が で きた の で ある 。 

じき に イギリス 軍 も 戦術 を 変更 し た 。 ド イツ 軍 が コヴェント リー に 行なっ た よう な 
集中 し た 地域 爆撃 を 採用 し た の で ある 。 最 初 の 作戦 は リュ ー ベ ッ ク に 1942 年 の 3 月 に 
対し て 行なわ れ た 爆撃 で 、 191 機 の 爆撃 機 が 爆弾 3000 ト ン を 投下 、 そ の うち 半分 は 焼 夷 
弾 で あっ た 。 リュ ュー ベック の 中 心 は 廃虚 と 化し た 。4 月 に は 468 機 で ロス トッ ク を 、5 
月 に は 1000 機 で ケル ン を 廃虚 に し た 。 夜 間 爆 撃 の 精度 が 落ち る の な ら 都 市 ご と 廃虚 に 
し て し まるく ば 良い 、 と イギリス 軍 は 考え ん た の で ある 。 爆撃 の 先頭 は 木製 の 航空 機 で あ 
る モス キー ト が 務め た 。 モ スキ ー ト に は オー ボ エ と 呼ば れる 、 ド イツ の クニ ッ ケ バイ 
ン と 同じ よう な シス テム が 搭載 され 、 焼 夷 弾 を 投下 し て 目標 位置 を 後続 に 示す 、 と い 
う 方 式 だ っ た 。 モ スキ ー ト は 高速 で 木製 の 小型 の 機体 を 持っ て お り 、 敵 の レー ダー に 
か か り に くい と いう 長所 を 持っ て いた 。 

また 連合 箇 は モス キー ト と スピ ッ ト フ ァ イ ア に よる 写真 偵察 を 徹底 的 に 利用 し た 。 
爆撃 目標 は 写真 か ら 模型 まで つく られ て 訓練 に 使用 きれ た 。 ま た 爆撃 の 成果 も 十分 検 
討 さ れ た 。 

イギリス 軍 は 3 月 か ら 4 ヵ 月 間 ル ー ル 地方 に 対す る 爆撃 を 強化 し た 。 エッセン の ク 
ルッ プ 社 の 鉄鋼 コン ビ ナ ー ト は 徹底 的 に 爆撃 を 受け た 。 ま た この 時 期 、 ル ー ル 川 の ダ 
ム に 対す る 画 期 的 な 爆撃 が 行なわ れん た 。 こ れ は 改造 され た ラン カス ター 爆撃 機 に よる 
も の で 、 ド ラム 型 の 爆弾 に 回 転 を 与 を て ダム の 水面 を “跳ね させ " 正確 に ダム の 壁面 
で 爆発 させ よう と いう も の で あっ だ た 。 メ ー ネ 、 エ ー ベ ル 、 ゾ ル で の 3 つの 発電 用 ダム 
が 破壊 され 、 工 業 生 産 に は 滞り が 生じ し た が 、 こ れ は 当時 北 フ ラン ス で 行なわ れ て いた 
大 西洋 の 壁 の 建設 要員 を 引き 抜く な ど し て 修復 され た 。 
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ダム バス ター 

ダム バス ター (跳躍 爆弾 ) は 、 奇 抜 な 発想 か ら 生ま れ て いる 。 巨 大 で 、 耐 久 力も あ 
る ダム を 破壊 する に は どう し た ら よ いか ? 何 十 トン も の 大 き な 爆 弾 を 精密 投下 すれ ば 
いい の だ が 、 そ ん な 大 き な 爆 弾 を 搭載 する 爆撃 機 は 存在 し な いし 、 精 密 爆撃 で は 確率 
が 低い 。 と 、 思 われ て いた が 、1943 年 5 月 、 イ ギリ ス の ウェ ー リ ス と いう 一 人 の 協 に 
ょ っ て みごと に 解決 し た 。 彼 は 、 子 供 の 水切 り 遊び (小石 を 水面 と 平行 に 投げ 、 水 面 
を ジャ ンプ させ る 遊び ) か ら ヒ ント を 得 て 、 円 筒 形 の 爆弾 を 考え 出し た 。 こ れ は 、 回 
転 を 与 を な が ら ダ ム の 水面 に 落と せ ば 、 そ の まま 水面 を 跳 曜 し な が ら ダ ム の 壁面 に 到 
達し 、 壁 面 に ぶつ か る と 爆弾 自身 が 回 転 し て いる の で 壁面 を 伝わり な が ら 水 中 へ 沈ん 
で いく 。 そ し て 一 定 の 水深 まで 沈ん だ ら 爆 発する と いう 、 爆 弾 本来 の 爆発 で は な く 、 
水圧 を 利用 し た 爆雷 の よう な 爆弾 で ある 。 こ の 爆弾 は 特殊 な 投下 装置 が 必要 どっ た の 
で 、 専 用 に 改造 きれ た ラン カス ター だ けが 使用 し た 。 
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大 編隊 に よる ルー ル へ の 爆撃 に 対し て ドイ ッ の 迎撃 シス テム は 一 時 期 力 を 失っ た が 
作 々 に 改良 が 進め られ て いた 。1943 年 前 半 に 行なわ れ た ルー ル 地 方 に 対す る 一 連 の 爆 
撃 で イギリス 軍 は 870 機 を 失っ た 。 

ここ で イギリス 軍 は 切り 札 を 使っ た 。1943 年 7 月 24 日 の ハン ブル ク 爆 撃 の 際 に レー 
グー を 乱反射 させ る アル ミニ ウム は く を 大 量 に 投下 し た の で ある (ウィ ンド ウ 計 画 ) 。 
この 方 法 が は ドイ ツ で も イギリス で も 既に 発見 され て いた の だ が 互い に その こと を 秘 
密 に し て お り 、 報 復 を 恐れ て 実戦 に は 使用 し て いな か っ た の で ある 。 ル ー ル 爆撃 で の 
損害 が イギリス に この 秘密 兵器 を 使わ せる こと に な っ た の で ある 。 効果 は 大 きか っ た 。 
ドイ ツ 男 は 迎撃 が 不可 能 に な り 、 出 撃 し た 800 機 の 5 ち 未 帰還 機 は 12 機 に 過ぎ な か っ 
72 

ハン ブル ク に は お よそ 800 ト ン の 爆弾 が 投下 され た と 推定 され 、 市 内 は 大 火 に 見 舞 わ 
れ た 。 熱 され た 空気 が 台風 の よう な 気流 と な り 、 こ れ が ます ます 炎 勢 を あお っ た 。 そ 
し て 気流 の 温度 は 何 百度 に も な り 、 防 空 幸 に 逃げ 込ん だ 市 民 は その まま 火葬 され て し 
まっ た 。 イ ギリ ス 軍 は 7 月 29 日 、8 月 2 日 に も 同市 を 爆撃 し 、 市 民 50000 人 が 死亡 し た 
と 推定 され て いる 。 





ドイ ツ 軍 の 反応 

ハン ブル ク の 爆撃 は 人 類 が いま だ か つて 経験 し た こと の な い 大 災害 で ある 。 ド イッ 
軍 首 脳 部 は ここ に き て 始め て 事態 の 重大 さき を 悟っ た 。 ヒ トラ ー は 現地 を 視察 する こと 
を こ ば ん だ が (ヒト ラー は 最後 まで ドイ ツ 本 土 に 対す る 爆撃 の 傷跡 を 見 よう と し な か っ 
だ た と 言わ れる )、 還 需 相 シュ ペア は ヒト ラー に 警告 を 発し た 。「 こ の よう な 爆撃 を あと 
6 回 行なわ れ た ら ド イツ 経済 は 破綻 する 」 と 。 

ドイ ツ 空 車 も 必死 で 対抗 策 を と っ て いた 。 ま ず 戦 闘 機 は 爆撃 下 に も か か わら ず 着 実 
に 増産 が 進ん で いた 。1942 年 に は 13000 機 で あっ た 航空 機 生産 数 が 、1943 年 に は 23000 
機 、1944 年 に は 38000 機 と 増加 し て いる 。 組織 も 改編 され 、 夜間 戦闘 機 団 は 自由 に 迎撃 
任務 に つけ る よう に な っ た 。 地上 管制 室 と の 連絡 が 密 に な り 、 ま た 機 載 レー ダー を 搭 
載 し た 夜間 戦闘 機 が 次 第 に 増え て きた の で ある 。 リ ヒ テ ン シ ュ タイ ン と 呼ば れる 機 載 
レー ダー は 、 ウ ィ ン ド ウ の 妨害 を 受け な い 濾 長 の 電波 を 使っ て いた 。 ハ ンブルク の よ 
う な 爆撃 は 1945 年 の ドレ ス デ ン 爆 撃 ま で 繰り 返さ れる こと は な か っ た の で ある 。 


アメ リカ 軍 の 参戦 | 

話 は 前 に さか の ぼる が 、1941 年 12 月 の 日 本 軍 の パール ハー バー 攻撃 に よっ て アメ リ 
カ 軍 が 参戦 し た 。 戦 前 か ら 戦 略 爆撃 理論 を 持ち 、 大 型 爆撃 機 を 開発 し て いた アメ リカ 
還 の 登場 で ある 。 ア メリ カ 陸 軍 航 空 局 次 長 ウィ リア ム ・ ミ ッ チ ェ ル は 陸 海 軍 首 脳 の 抵 
抗 を 押し 切っ て 爆撃 機 の 存在 を 認め させ て いた 。 有 名 な 1921 年 の 公開 実験 で 航空 機 に 
よる 爆撃 で 軍艦 を 沈め る こと に 成功 し て いた の で ある 。 ミ ッ チ ェ ル は 航空 機 の 力 を 認 
め さ せ よう と する 余り 軍 籍 か ら 除 か れ た が 、 そ の 後継 者 た ち 、 特 に 後に 陸軍 航空 隊 司 
令 官 の アー ノル ド の 活動 に よっ て 合衆国 陸軍 航空 隊 (USAAF) は 1939 年 の 時 点 で 13 機 の 
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B -17 を 拝領 し て いた 。 B-17 こ そ は 彼ら に と っ て 真 の 爆撃 機 だ っ た 。 爆 弾 搭載 量 は イ 
ギリ ス の ラン カス ター より 少な か っ た が 、 強 力 な 防御 火力 と 耐久 力 、 そ し て 精密 な 了 照 
準 装置 を 備え て いた 。 乗 員 た ち は 防 寒 、 防 弾 装備 に 身 を 固め 、 酸 素 マ スク を つけ て 高 
度 6000 メ ー ト ル の 出撃 行 に お も むい た 。 


ヨー ロッ パパ 大 陸 で 戦争 が 始ま る と 同時 に B -17 は 大 量 生産 に 入り 、 イ ギリ ス に 第 8 空 
軍 、 イ タリ ア に 第 15 空 軍 が つく られ た 。1943 年 末 に は 700 機 を 出撃 きせ る こと が で き 
at 

アメ リカ 軍 は 夜間 の 地域 爆撃 は 効果 が 薄い と 考え 、 恒 間 の 精密 爆撃 を 選ん だ の で あ 
る 。 ア メリ カ 軍 の 方 法 は 高 高度 を 爆撃 機 の 密集 隊形 で 飛行 し 、 高 射 爺 を 避け 、 ま た ド 
イツ 軍 戦 闘 機 は 防御 射撃 で 応戦 し よう と いう も の で あっ た 。 B-17 も B-24 も イギリス 
の 爆撃 機 よ り も 重 武装 で 12.7mm 機 銃 を 最低 10 基 搭載 し て いた 。 ま た 夜間 飛行 に 慣れ た 
乗員 は アメ リカ 軍 に は 少な く 、B-17 も B-24 も 夜間 飛行 向き で は な か っ た 。 な に より 
アメ リカ 軍人 爆撃 機 が 搭載 し て いた ノー デン 式 爆撃 照準 器 に 対す る 信頼 が あっ た と 思 わ 
れる 。 イ ギリ ス は この 儲 間 爆撃 を 損害 の 多い も の と し て 反対 し た が ' エ イカ ー の シロ ウ 
ト 部 隊 ( イ ギリ ス 軍 は 第 8 空軍 を こう 呼ん だ )」 は 困 将 を 乗り 越え て 任務 を や り 遂 げ る こ 
と と な る 。 | 
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年間 爆撃 と 夜間 爆撃 、 ど ちら が より 有効 か ? この 論争 は アメ リカ と イギリス が まっ 
こう か ら 対 立 し た 。 イ ギリ ス 側 は 過去 の 苦い 経験 より 、 爆 撃 編隊 の 被害 を 減ら す た め 
に 夜間 の 無 券 別 爆撃 を 主張 し (夜間 の 精密 爆撃 は と う て い 無理 で ある )、 ア メリ カ 側 
は 、 も と も と 主力 爆撃 機 の B -17 が "自分 で 自分 の 身 を 守れ る 爆撃 機 " と いう 設計 の も 
と に つく られ た も の で あり 、 恒 間 で あれ ば 夜間 の 5 倍 の 精度 で 爆撃 で き 、 必 然 的 に 爆 
弾 量 が 5 分 の 1 で すむ と 指摘 し 、 恒 間 爆 撃 を 主張 し た 。 こ れ は 最後 まで 両者 折り 合い 
が つか な か っ た 。 

実際 の と ころ は 、 イ ギリ ス の ラン カス ター や り リ ベ レー ター な どの 主力 爆撃 機 は 、B 
-17 な ど に くら べべ て 火力 が 乏しく 、 自衛 能力 が 低かっ た と いう 事実 、 ア メリ カ は 既に 以 
間 爆 撃 で 多大 な る 損害 を だ し て お り 、 い まさ ら 手 を 引く こと は で き な か っ た だ た 、 と いう 
と ころ で ある 。 と に か く 、 イ ギリ ス は 夜間 、 ア デメ リカ 第 8 空軍 は 恒 間 と いう 役割 分 揚 
が で き あ が り 、 こ れ に よっ て ドイ ツ 本 土 は 恒 も 夜 も ひっ きり な し に 連合 車 の 爆撃 に さ 
ら さ れる こと に な る の で ある 。 
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エイ カー 率い る アメ リカ 第 8 空軍 は 1942 年 8 月 に は フラ ンス 、 ベ ルギー、 オ ラン ダ 
な どの 目標 の 爆撃 を 開始 し た 。 ま ず ド イツ 空軍 の 守り の 薄い 地域 を 攻撃 し て 実戦 経験 
を 積 も う と し た の で ある 。 秋 に な る と 、 悪 天候 の た め に 出撃 は 限 ち られ て いた が フラ ン 
ス の リー ル 鉄 鉱 地帯 や サン ニナ ゼー ル に 対す る 爆撃 は か な り の 成果 を 挙げ た 。 し か し 
サン = テ ナ ゼ ー ル に 対す る 爆撃 で は ドイ ツ 軍 の 強力 な 迎撃 を 受け て 、 便 間 爆 撃 の 困 上 将 さ 
を 認識 させ た 。 ドイ ツ 軍 機 は B -17 の 前 面 か ら 攻 撃 し て きた 。 前 面 か ら 攻 撃 す る と 相対 
速度 は 時 速 900km に も 達する の で ある が 、 前 面 は B -17 で 最も 火力 の 弱い 箇 所 だ っ た の 
で ある 。 


カサ プラ ンカ 会 談 

1943 年 の 1 月 に 行なわ れ た カサ ブラ ンカ 会 談 で は 爆撃 方 法 に 関し て チャ ー チ ル と エ 
イカ ー は 議論 を 重ね た 。 チャー チル は アメ リカ 軍 も 夜間 爆撃 に 参加 すれ ば も っ と 効果 
的 な 打撃 を ドイ ツ に 与え られ る と 考え た の で ある 。 し か し エイ カー は 自分 た ちの 方 法 
を 主張 し た 。 そ し て 結局 、 生 も 夜 も 爆撃 する こと に な る 。「 イ ギリ ス 軍 が 夜 、 ア メリ カ 
還 が 昼 爆 撃 す れ ば ドイ ッ 防 空軍 は 眠る こと も で き な い で あろ う 」 以 後 ド イツ が 降伏 する 
まで この 役割 分 担 が 続く 。 ま た 、 こ の と き に 爆撃 目標 が 決め られ た 。 主 目標 は 「 ド イッ 
の 軍事 、 産 業 、 経 済 機構 の 破壊 お よび 混乱 を 促し 、 軍 事 的 抵抗 力 が 致命 的 な 打撃 を 被 
る まで ドイ ツ 国 民 の 士気 を くじ く こ と に ある 」 と され た 。 


ドイ ツ 昼 間 爆 撃 

最初 の ドイ ツ 爆 撃 は 1943 年 1 月 27 日 ヴィ ル ヘ ルム スハ ー フ ェ ン の 港 水 艦 造 船 所 に 対 
する 針 間 爆撃 で ある 。 ド イツ と いっ て も 海岸 の 、 オ ラン ダ か ら さ し て 離れ て いな か っ 
だ 地区 へ の 爆撃 で ある 。 い まま で は 護衛 戦闘 機 付 き で フラ ンス し か 爆撃 し て いな か っ 
た アメ リカ 軍 が つい に 護衛 機 の 範囲 を 越え て 侵入 し て きた の で ある 。 出 撃 し た 55 機 の 
B-17 の うち 帰ら な か っ た の は 3 機 だ っ た 。 | 

最初 の 爆撃 の 成果 に 味 を し め た アメ リカ 軍 は 次 の 出撃 で 思わ ぬ 反 撃 を 受け た 。 こ ん 
ど は 夜間 戦闘 村 の Me-110 の 攻撃 も 受け た の で ある 。B-17 の 損害 も 大 きか っ た が 、 Me 
-110 も ひど い 目 に あっ た 。B-17 は イギリス の 爆撃 機 と 違い 、 十分 な 数 の 機銃 を 搭載 し 
て いる 。 夜 こっ そり 敵 爆撃 機 に 丸 び 寄る こと を 任務 と し て いた Me-110 に と っ て は 強敵 
で あっ た 。 初め て 角間 4 発 爆撃 機 を 迎撃 し た ドイ ツ 軍 パイ ロッ ト は その 大 きき さ に 敬い 
だ 。 ア メリ カ 軍 は “戦闘 ボッ クス "” と 呼ば れる 編隊 の 組み 方 を 行なっ て いた 。 こ れ は 
1 個 大 隊 が 密集 し て 編隊 を つく り 、 こ れ が 3 つ 、 互 い に 防 御 火力 が 有効 に 働く よう に 
Atlt$ ht 1 つの 飛行 団 を つく る と いう も の だ っ た 。 各 戦闘 ボッ クス の 先頭 に は 最 
も 熟練 し た パイ ロッ ト が つき 、 爆 撃 の 先導 役 も は た し た 。 3 つの 戦闘 ポッ クス の 中 で 
は 、 最 も 高度 の 低い ポジ ショ ン が 危険 で 、 パ イロ ッ ト た ち は そ の ポジ ショ ン を 嫌っ て 
いた だ 。 
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最初 は 潜水 艦 造 船 所 に 対す る 爆撃 で 始ま っ た ドイ ツ 本 国 爆 撃 だ っ た が 、 強 力 な コン 
クリ ー ト で お お われ た 造船 所 に 対す る 爆撃 は 効果 が 薄く 、 ヨ ー ロ ッ パ に 対す る 上 陸 も 
そう 遠い 将来 の こと で は な いと いう こと か ら 、 ア メリ カ 第 8 空軍 の 司令 官 エ イカ ー 将 
軍 は まず ドイ ツ の 航空 機 産業 を 減 し よう と 考え た 。1943 年 7 月 、 イ ギリ ス が ハン プ 
ルク を 廃虚 に し た 頃 、 本 格 的 な 恒 間 爆撃 を 開始 し た 。 まだ P-47 は ドイ ツ の 西部 国境 く 
らい まで し か 飛べ な か っ た 。7 月 28 日 、B -17 は ドイ ツ の 中 部 に ある カッ セル お よび マ 
グ デ ブルク を 爆撃 し た 。 ど ちら も 戦闘 機 を 生産 し て いる 工場 が 目標 で ある 。 こ れ だ け 
長い 距離 を 昼間 護衛 な し で 飛行 し た 爆撃 隊 は いま まで な か っ た 。 損害 は 大 きか っ た 。 
アメ リカ の 爆撃 機 の 乗員 は 25 回 の 出撃 後 、 任 務 を 終 を る こと が で きた の で ある が 、 6 
月 か ら 9 月 まで の 間 の 平均 未 帰還 率 は 10% に も 上 り 25 回 出撃 で きる の は 単純 計算 で 7 
% の 人 間 し か いな いこ と に な る 。 

特に 損害 が ひど か っ た の が 8 月 17 日 の シュ ヴァ イン フル ト の ボー ル ベ ア リン グ 工 場 
と レー ゲン スプ ルク の メッ サー シュ ミッ ト 工 場 を 目標 と する 爆撃 で あっ た 。 こ れ は ま 
さ し く 決戦 と 言う に ふさ わし いも の で あっ た 。 出撃 し た 370 機 の B-17 は 2 波 に 分 か れ 
て イギリス を 飛び 立っ た 。 ド イツ 軍 は まだ 詩 衛 戦闘 機 が いる オラ ンダ 上 空 か ら 激しく 
攻撃 し て きた 。Me-109、Fw-190 は 大 口径 機関 怒 、 ロ ケッ ト 弾 を 12.7mm 機 関 砲 の 射程 
外 か ら 打 ち 込 ん で きた 。 ド イツ 軍 の 戦闘 機 は 長い 爆撃 行 の 間 、 燃 料 、 弾 薬 を 補充 し て 
再び 出撃 し た 。 結 局 こ の 波状 攻撃 に よっ て 出撃 し た B-17 の う ち 60 機 が 撃墜 され 100 機 
が 使用 不能 に な っ て 帰っ て きた の で ある 。 こ の 爆撃 に よっ て ドイ ツ 軍 も 大 き な 損 和 失 を 
受け た 。 ボ ー ル ベアリング 工場 は 30% 生 産 が 低下 し 、 メ ッ サ ーシュ ミッ ト 工 場 は は と 
ん ど が 廃虚 と 化し た 。 

アメ リカ 軍 も 損害 を 回 復 す る た め に 2 ヵ月 は シュ ヴァ イン フル ト を 再び 襲う こと が 
で き な か っ た 。 そし て 戦術 を 換え 、 飛行 経路 の 変更 や B -24 に よる 率 制 爆撃 を 行なっ て 
敵 の 兵力 を 分 散 さ せ た り する こと に し た 。 第 2 の 決戦 は 10 月 14 日 で あっ た 。 300 機 の B 
-17 が 今度 は 1 度 に ドイ ツ へ 向っ た 。 ドイ ツ 軍 も 総力 を あげ て 迎撃 し た 。 FA XS 
死 で あっ た 。 イ ギリ ス の 夜間 爆撃 は 確か に 多く の 都市 を 廃虚 に し た が 、 ド イツ の 戦争 
継続 能力 を は ぎ と っ て いく の は アメ リカ 軍 の 精密 爆撃 な の で ある 。 戦 闘 機 だ け で な く 
Tu-88、 He-177 な ども 動員 され た 。 ドイ ツ 空 軍機 40 機 、 ア メリ カ 軍 機 60 機 が 撃墜 され る 
と いう 激しい 空戦 の 後に は シュ ヴァ イン フル ト の 廃虚 と 疲 敵 し 切っ た 爆撃 機 隊 が 残っ 
た 。 な か で も アメ リカ 第 305 爆 撃 大 隊 の 16 機 の B-17 は 、 1 機 が エン ジン の 不調 で 引き 
返し た 他 は 全滅 し て し まっ た 。 エ イカ ー は 2 度 に 渡る シュ ヴァ イン フル ト 爆 撃 を 検討 
し 、 長 距離 戦闘 機 の 護衛 が 可能 に な る まで 、 ド イッ 奥深 く へ の 爆撃 は 見 合せ る こと に 
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シュ ヴァ イン フル ト 以 外 に も アメ リカ 軍 は ベル リン 付近 の 航空 機工 場 を 爆撃 し 、 ま 
た ドイ ツ 軍 占領 下 の ノ ルウ ェ ー や ルー マニ ア の プロ エ シ チ 油田 (これ は リビア か ら 発 進 
し た B-24 リ ベレ ー タ ー に よっ て 行なわ れ た ) を 爆撃 し た り し て 奮闘 し て いる 。 

アメ リカ 軍 の 爆撃 が 下 火 に な る と イギリス 軍 の 夜 問 爆撃 に 対す る 迎撃 が 激しく な っ 
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だ 。1943 年 中 損害 の 多い 戦い は 続い て いた が 、 特 に 1944 年 3 月 30 日 に は 、 ニ ュー ルン 
ベル ク に 出撃 し た 795 機 の うち 95 機 が 帰還 で き な か っ た 。 ド イツ 軍 は いっ た ん 失っ た ド 
イツ 上 空 の 制空権 を 取り 戻し た の で あろ うか 。 


リト ル ・ フ レン ズ 

1944 年 に な る と ドイ ツ を 取り 囲む 全般 的 状況 は 悪化 の 一 途 を た どる よう に な る 。 港 
水 艦隊 は 大 打撃 を 受け 、 イ タリ ア は 枢軸 同盟 か ら 脱落 し 、 ソ 連 軍 は ルー マニ ア 国 境 に 
人 迫っ て いた 。 

この こと に よっ て ドイ ツ 爆 撃 に は 自由 な 作戦 が 可能 と な っ た 。 1 つ は 往復 爆撃 で あ 
る 。 イ ギリ ス を 飛び 立っ た 爆撃 機 は 爆弾 投下 後 ド イツ 軍 の 裏 を か き 、 基 地 へ 戻る の で 
は な く 、 ソ連 の 基地 へ 飛ん で ゆく の で ある 。 また イタ リア に 第 15 空 軍 ( エ イカ ー が 転属 
し た 。 第 8 空軍 は ドゥ ー リ トル が 指揮 を と る よう に な る ) が 展開 する と 、 ド イツ 軍 は 南 
に も 防衛 ライ ン を 作ら ね ば な ら な か っ た 。 


1944 年 1 月 11 日 第 8 空軍 は 600 機 の B -17 を 動員 し た 。 目 標 は ベル リン 周辺 の フォ ッ 
ケ ウ ルフ な どの 航空 機工 場 。 こ の 日 、 ド イツ 軍 の パイ ロッ ト た だ た ち は 状 況 は 変わ りつ つ 
ある こと を 認識 し た 。60 機 の B-17 を 撃墜 し た も の の 彼ら も 20 機 以上 の 戦闘 機 を 敵 戦闘 
機 に よっ て 失っ た の で ある 。B-17 と の 戦い で ドイ ツ 軍 も 多く の パイ ロッ ト を 失っ た こ 
と 、 開 発 さ れつ つ あ っ た P-47、P-51 の よう な 長 距離 飛行 で き る 戦闘 機 が 配備 され た 
こと に よっ て 急速 に ドイ ツ 上 空 の 制空権 は 連合 軍 側 に 傾く の で ある 。 


1944 年 前 半 の 戦い で 、 ド イツ 戦闘 機 団 は 重大 な 損害 を 受け た 。 爆 撃 機 の 乗員 が 親愛 
を こめ て 「 リ トル ・ フ レン ズ 」 と 呼ん だ P-51 は ベル リン まで 護衛 する こと が で き 、 ド イ 
ツ 還 は B-17 に た どり つく こと すら 困難 に な っ て きた の で ある 。 ド イツ 空軍 は 詩 衛 戦闘 
機 と の 戦闘 で 大 損害 を 被る よう に な り 、 ド イッ 上 空 の 制空権 は 次 第 に 連合 軍 の も の と 
な っ て いっ た 。1944 年 6 月 に ノル マン ディ ー に 連合 軍 が 上 陸 す る と 、 も は や 完全 に 連 
合 車 が ヨー ロッ ノ パ の 制空権 を 握っ た 。 そ し て 5 月 か ら 9 月 まで 行なわ れ た 人 人 造 石油 工 
場 に 対す る 攻撃 を 阻止 する 能力 は ドイ ツ 空 軍 に は 残っ て いな か っ た の で ある 。 石油 工 
場 破壊 に よっ て ドイ ツ ッ の 石油 生産 力 は 15 分 の 1 に まで 落ち 込ん だ 。 も は や 戦闘 機 が 迎 
撃 し よう に も 燃料 が な い の で ある 。 こ の 攻撃 の 影響 は 石油 に 関連 する あら ゆる 分 野 、 
ゴム 、 化 学 製品 な ど に も 及 ん だ 。 そ し て 燃料 不足 の 影響 は 全 軍 に も 及 ん だ 。 ド イツ 地 
上 還 は 、 空 か ら の 援護 を 失い 、 そ し て 燃料 の 不足 の た め に 大 き な 作 戦 の 実施 は 不可 能 
に 近い 状態 で あっ た 。 撤 退 の 際 に 無傷 の 車両 を 残さ な けれ ば な ら な いこ と も し ば し ば 
で あっ た 。 ルーマニア の 油田 も イタ リア か ら の 爆撃 に さら され 、 最 後 は ソ連 軍 に 占領 
され て し まっ た 。 

ジェ ッ ト 戦 闘 機 だ けが 比較 的 低級 な 燃料 で 飛行 で きた の で あっ た が 、 こ の 新兵 器 る 
登場 が あま り に 遅かっ た 。 ジェ ッ ト 機 の 開発 は 戦前 か ら 進 め ら れ て お り 、 連合 軍 の 爆 
撃 や 資材 、 熟 練 労働 者 の 不足 に も か か わら ず 1943 年 末 に は 世界 最初 の ジェ ッ ト 戦 闘 機 
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Me-262 は 完成 の 域 に 達し て いた 。 あと は 生産 に か か る だ け の は ず だ っ た 。 この と きま 
で に 連合 軍 は イタ リア に 上 陸 し て お り 、 既 に 地上 軍 の 劣勢 は 明らか だ っ た 。 そ し て ヒ 
トラ ー が Me-262 を 見 た と き 、 連 合 軍 の 上 陸 部 隊 を 爆撃 する 任務 も 遂行 させ よう と し た 
の で ある 。Me-262 に 爆弾 を 搭載 する た め の 設 計 変更 に か か っ た 時 間 は は っ きり と は わ 
か ら な い 。 し か し 、1944 年 前 半 に ドイ ツ 空 軍 が ドイ ツ 上 空 に 現れ た 連合 軍 戦 闘 機 に 立 
ち 向 か うこ と に な っ た と き に 、 この 高 性 能 機 は 参加 で き な か っ た の で ある 。 Me-262 の 
戦闘 機 部 隊 が 編成 され た の は 1944 年 の 9 月 の こと で 、 既 に ドイ ツ の 運命 は 決ま っ て い 
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2.4: 日 本 本 土 の 戦い 


準備 段階 

ヨー ロッ パ で 連合 還 が 制空権 を 握り つつ あっ た 1944 年 に は 太平 洋 の 戦況 も 日 本 に 不 
利 に 傾い て いた 。 資源 を 得る た め に 始め た 戦争 で は あっ た が 、 南 方 か ら そ の 資源 を 運 
ぶ こ と は 、 和 制空権 ・ 制 海 権 を 失い つつ あっ た 日 本 に と っ て 困難 に な っ て いた 。 

6 月 16 日 、 中 国 か ら 発 進 し た アメ リカ 第 20 空 軍 の B-29 の 編隊 が 九州 の 八幡 製鉄 所 を 
爆撃 し た 。 B-29 を も っ て し て る も 中 国内 の 日 本 占領 地 お よび 朝鮮 半島 、 九州 し か 爆撃 範 
に 入っ て いな か っ た が 、 秋 まで に は 範囲 内 の 工業 地帯 は 重大 な 損害 を 受け た 。 B-29 
は 1942 年 か ら 生 産 が 始ま っ た 機体 で 、 ア メリ カ 軍 の 戦略 爆撃 理論 を さら に 推し 進め た 
航空 機 で あっ た 。 上 昇 限度 9600m、 最 大 速度 576km/ h と いう 数 字 は 戦闘 機 で さえ 迎撃 
する の が 困難 な も の で あっ た 。 


アメ リカ 車 は 日 本 本 土 べ の 作戦 と し て 、 封 鎖 、 空 襲 、 上 陸 の 3 段階 を 考え た 。 既 に 
潜水 艦 に よる 封鎖 は 進ん で お り 、1945 年 11 月 に は 九州 上 陸 が 計画 され て いた 。 それに 
先んじ し て まず 日 本 の 軍事 施設 、 工 場 お よび 国民 の 戦意 を 粉砕 すべ く 爆 撃 を 開始 し な け 
れ ば な ら な い 状 況 で あっ た 。 

中 国 の 基地 か ら は 日 本 の 一 部 し か 爆撃 で き な っ か た た だ ため 、 新 た な 基地 の 確保 が 急 が 
れ た 。1944 年 7 月 、 ア メリ カ 軍 は マリ アナ 諸島 に 侵攻 し た 。 マ リア ナ 諸 島 は 日 本 軍 の 
定め た 絶対 防衛 圏内 に あり 、 そ こ を 発進 し た B-29 が 東京 を 始め と する 主要 都市 を 爆撃 
で きる 位置 に あっ た 。 日 本 海軍 も 「 あ 」 号 作戦 を 発動 し 、 現 存 空母 の すべ て を 投入 し た 
が 逆 に 壊滅 的 な 打撃 を 被っ た 。 マ リア ナ 沖 海戦 で 日 本 海軍 は 正規 空母 2 隻 と 軽 空 母 1 
隻 、 そ し て 艦載 機 300 機 以上 を 失い 、 こ れ を 境 に し て も は や 艦隊 航空 戦力 は 再建 され る 
こと は な か っ た の で ある 。 


本 土 爆撃 開始 

激しい 戦闘 の 後 、 マ リア ナ 諸 島 の 制圧 が 完了 し 飛行 場 が 整備 され る と 第 20 空 軍 が 展 
開 し た 。 ヨ ー ロ ッ パ で の 経験 と 新 爆撃 機 へ の 期待 か ら ア メリ カ 軍 は 自信 満々 で あっ た 。 
偵察 飛行 に 続い て 1944 年 11 月 、70 機 の B-29 が 東京 を 爆撃 し た 。 翌年 3 月 まで の 期間 、 
アメ リカ 軍 の 攻撃 は 高度 10000m か ら の 工場 、 軍 事 施設 、 特 に 航空 機 モ エン ジン 工 場 を 狙 
っ た 精密 爆撃 で あっ た が 命中 率 は 低かっ た 。 

昼間 高 高度 か ら 爆 撃 す る こと は ヨー ロッ パ で アメ リカ 軍 が 行なっ た の と 同じ 戦 法 で 
あっ た が 、 日 本 を 慎 間 爆撃 する と 、 マ リア ナ に 帰還 する の は 夜 に な る こと が 多い こと 、 
高 高度 を 飛行 する の が や は り 困 難 で 、 し か も 爆弾 搭載 量 を 制限 する こと な どか ら 有 効 
な 爆撃 は 望め な か っ た 。 日 本 軍 の 戦闘 機 も 積極 的 に 迎撃 し て きた が 、B -29 の 損害 は 少 
な か っ 7 
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日 本 軍 に と っ て 、 終 戦 ま ぎわ 活躍 が 期待 され て いた 、 も し く は 実際 に 活躍 し た 機体 
iz. Bē tiātt?b2. 雷電 は 日 華 事 変 の 教訓 に より 上 昇 力 と 速度 に すぐ れ 、 飛 来 す 
る 敵 爆撃 機 に 対し て 、 も し く は その 詩 衛 戦闘 機 に 対し て も 充分 な 空戦 が い ど め る 航空 
機 を めざし 、 日 本 初 の 迎撃 用 戦闘 機 と し て 設計 され た 。 実 戦 配備 され た 雷電 は 、 エ ン 
ジン 直径 が 大 きい た め 視 界 が 悪い 、 航 続 距離 が 短い な ど と いっ た 欠点 が あっ た が 、 そ 
の 上 昇 力 は 日 本 機 の 中 で は 群 を 抜い て すぐ れ て お り 、B 一 29 迎 撃 で は 一 番 活 躍 し た 機 
体 で あっ た 。 た だ 、 設 計 構 想 は 昭和 14 年 どろ だ っ た の に も か か わら ず 、 実 戦 配備 され 
た の は 昭和 19 年 9 月 も 終わ り の 頃 で あっ た 。 結局 、 最終 的 な 生産 数 は 、450 機 程度 で 終 
わっ て し まっ て いる 。 も っ と 早く 実戦 配備 され て いて 、 も っ と だ た くさ ん 作ら れ て いた 
ら 、 と 、 お し まれ る 航空 機 で ある 。 
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1945 年 2 月 に は アメ リカ 軍 は 硫黄 島 に 上 陸 し た 。 4 週間 か け て 島 を 占領 し た 後 、 こ 
こ は B-29 の 放 難 所 と 護衛 戦闘 機 の 基地 と し て 使用 され 始め た 。 また 、 空母 艦載 機 が 日 
本 本 土 べ の 攻撃 に 参加 し 始め て も いた 。 ヨー ロッ パパ 同様 、 護 衛 戦 闘 機 の 厚い 防御 が 期 
待 で きる よう に な っ た の で ある 。 | 

最初 の 戦術 が 効果 が 少な いと 知る と 、 ア メリ カ 軍 爆撃 隊 の 新司 令 官 ル メ イ は 、 高 高 
度 か ら の 精密 爆撃 で は な く 、 夜 間 の 焼夷弾 に よる 地域 爆撃 に 切り 替え る よう 命令 し た 。 
3 月 9 日 夜間 、 低 高度 で 侵入 し た 334 機 の B-29 は 東京 に 飛来 し 、2000 ト ン の 焼夷弾 を 
投下 し た 。 1 日 の 爆撃 で 約 8 万 の 人 間 が 死亡 し た 。 低 高度 を 飛行 する こと で 爆弾 搭載 
量 も 増え 、 ま た 地形 レー ダー も 使用 で きる の で 、 悪 天候 も 克服 で きる よう に な っ た の 
で ある 。 そ し て 日 本 の 都市 は 工場 や 居住 地区 が 狭く 密集 し て お り 、 焼 夷 弾 に よる 地域 
爆撃 に は 非常 に ちろ いこ と が わか っ た の で ある 。 6 月 に は 日 本 の 主要 な 大 都市 は すべ 
て 廃虚 と な り 、 中 小 都市 も 爆撃 を 受け た 。 8 月 まで に 工業 生産 高 は 50%、 特 に 造船 、 
航空 機関 係 で は 25% に まで 能力 が 低下 し た 。 日 本 の 戦争 経済 は 破綻 し た の で ある 。 も 
は や 原子 爆弾 の 投下 を 待つ まで も な く 日 本 の 運命 は 決ま っ て いた 。 


B -29 が 本 格 的 な 爆撃 を 開始 し て わずか 半年 で 日 本 の 主要 都市 が 壊滅 し た と いう の は 
まっ た く あ っ け な い と し か いい よう が な い 。 ヨー ロッ パパ で 3 年 に 渡っ て ドイ ツ 空 軍 と 
激しい 戦い を 繰り ひろ げ 、 そ し て 勝ち 抜い て きた アメ リカ 航空 了 補 に と っ て は 、 日 本 の 
防空 体制 は まっ た く 〈. 相 手 に な ら な か っ た と いう こと だ ろう か 。 

まず 機材 の 問題 が ある 。 日 本 軍 は 高 高度 で 迎撃 で き る 戦闘 機 を 持っ て いな か っ た 。 
な ん と か 同じ 高度 に 上 昇 し て も 性 能 が 落ち 、 い っ た ん 接触 を 離れ る と も う 一 度 攻撃 す 
る こと は 不可 能 で あっ た 。 ま た 燃料 も 不足 してき て お り 粗 悪 な も の し か 手 に 入ら な か 
っ た だ (捕獲 し た 日 本 軍機 を 後に アメ リカ 軍 が テス ト し た ら デ ー タ 以上 の 性 能 を 発揮 し て 
ぃ いる)。 そ し て 迎撃 に 不可 欠 な レー ダー の 性 能 と 数 の 問題 で ある 。 
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楠 花 は 、 ド イツ の M e 一 262 を 参考 に し て 日 本 で 新た に 設計 を し な お し た 日 本 初 の ジ 
ェ ッ ト 戦 闘 機 で ある 。 そ の 浴 在 的 戦闘 能力 は 従来 の プロ ペラ 機 と は 比べ よう が な く 、 
海 車 も 多大 な る 期待 を よせ て いた が 、 設 計 が 始ま っ た の が 昭和 19 年 10 月 、 試 作 1 号機 
が 完成 し た の が 20 年 7 月 で あっ た だ た 。 1 度 の 試験 飛行 は 成功 し た が 、 2 号機 完成 まお か 
で 8 月 を むか え 、 終 戦 と な っ た 。 こ の 優秀 な 機体 が も っ と 早く 登場 し て いれ ば 、 日 本 
の 防空 戦闘 の 様相 も 変っ て いた に 違い な い 。 
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も う ひ と つ 大 き な 問 題 に 戦略 的 な 制約 も あっ た 。 沖縄 が 占領 され る と 、 航 空 部 隊 、 
そし て 航空 燃料 が 、 了 予想 され る 本 土 決戦 の た め に 温存 され 、 迎 撃 用 に は 十分 な 量 が 与 
えら れ な か っ た の で ある 。 

結局 の べ 30000 出 撃 以 上 の 第 20 空 軍 の B-29 が 日 本 を 爆撃 し 、 そ の うち 485 機 が 各種 の 
原因 で 失 な われ た 。 そ の うち 日 本 軍 に よっ て 撃墜 され た の は 87 機 で あっ た と され て い 
る 。 | 

余談 で は ある が 、 日 本 爆撃 の 責任 者 レシ メイ は 北 ベ トナ ム の 爆撃 も 指揮 し 、 ま た 航空 
自衛 隊 の 創設 に 功績 が あっ た と し て 勲章 を 受け て いる 。 
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や っ と 、 こ こま で きた と いう 感じ で す 。 
開発 期間 中 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル に 追わ れ て 何 日 も 徹夜 する 日 が 続き まし た (原因 は 単に 
私 が も の ぐさ だ け だ っ た りす る )。 それ で も な ん と か で き 上 が り ま し た の で 、 苦労 し た 
か い が あ っ た と いう も の で す 。 こ の 、 航 空 機 で の 爆撃 迎撃 戦 と いう 比較 的 マイ ナー 
な テー マ を 扱 お うと 思っ た の は 、 第 二 次 世界 大 戦 を 直接 的 に 終結 させ た の は や は り ド 
イツ と 日 本 に 対す る 連合 軍 (お も に アメ リカ 軍 だ が ) の 戦略 爆撃 で あっ た と いう こと 
と 、 こ れ は 個人 的 な 理由 に な り ま す が 、 こ の ころ の 迎撃 機 に は 個性 的 な も の が 多い ん 
で す よ ね 。 ザ ラマ ンダ ー、Me-262、 ヒ ュ ッ ケバ イン 、 秋 水 、 EE, etc. 

これ ら の 機種 を 活躍 きせ て みた いと いう の も 、 こ の ゲー ム を 企画 し た 要因 と な っ て 
いま す 。 シス テム 構成 で 気 を つか っ た の は 、 自 由 度 が ある 作戦 が 立て られ る こと 、 そ 
れ で いて な お か つ 、 勝 つた め に は 歴然 と し た 基本 の 作戦 方 針 が ある と いう こと で す 。 
や は り 実 際 の 歴史 を 知っ て お られ る 人 の ほう が 有利 で し ょ う ね 。 そ れ と 、 機 種 に よる 
差 を 出し た いと 思っ た の で 、 信 間 の 時 間 は あの よう な リア ル タ イ ムコ ン バ ッ ト と いう 
方 式 を 取り まし た 。 こ れ に よっ て 、 性 能 の 違い が 目 で 確認 で き 、 速 い 機 体 、 上 昇 力 の 
ある 機体 は すぐ さま 爆撃 機 に 追い つく と いっ た も の が 見 られ る と 思い ます (た だ 、 そ 
うい う 機 体 っ て エン ジン が ガス を が ば が ば 使う の で 、 た いて い 航 続 距 離 が 短い の で す 
が ..) 。 そ の 他 、 イ ベン ト 形 式 な の で す が 、 陸軍 や 海軍 も ほん の ちょ っ と 活躍 する の で 
す よ 。 こ の へ ん は まあ 、 お 楽し み と い っ た と ころ で すね 。 

と に か く 、 た くさ ん の 手伝っ て いた だ いた 方 々 、 協 力 し て くれ た だ た 人達 、 そ し て 最後 
に 、 忙 し い 中 で ひと と きら の 気分 転換 を 与え て くれ た ふ ぉ ーー み ゅ ら 倶 楽 部 の みん な に 、 
感謝 ! 感謝 ! 


また 次 の 作品 で お 会 いし まし ょ う 。 
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